
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

ピンチをチャンスに   校長代理 冨樫哲一 
間もなく６月となり梅雨の季節を迎えます。これからは雨の日が多くなるばかりではなく、夏を思わせるよう

な暑い日があったり、肌寒い日があったりと安定しない日が続くかと思います。皆さんは梅雨の季節に向けて体

調をしっかりと整えていますか。 

 新年度が始まって２か月が経ちました。生徒の皆さんは新しいクラスにもすっかり慣れたせいか、授業中や休

み時間にも自然で柔らかい笑顔が見られるようになりました。本校の教育活動も軌道に乗ってきたよう感じてい

ます。これからは、新型コロナウイルス感染症を拡大させないように十分に注意しながら、日々の授業と同時並

行で南高祭等の学校行事への取組も本格化してきます。 

 皆さんももしかしたら経験があるかもしれませんが、学校行事への準備や練習をあるグループ（班やクラス）

で行っているとグループ内でのちょっとした意見の違いからトラブルになることが多いように思います。授業へ

の取組ではそんなことはほとんどないはずなのに…。 

 そうしたトラブルの原因は、学校行事についての考え方（目的や目標）が人それぞれで違うからではないかと

私は捉えています。先ほど授業では意見の違いからトラブルになるケースは少ないのではないかと述べましたが、

授業を受ける目的や目標が「学力を育む」「学習成績をできるだけ良くしたい」こと以外ということはほとんど

考えられないのではないでしょうか。 

 しかしながら、学校行事においては、「何としても勝ちたい」という人もいれば、「みんな仲良く楽しく準備や

練習ができればそれでいい」という人もいるでしょう。また、残念なことですが、「なるべく最小限の関わりで

十分」という人もいるかもしれません。そのようにいろいろな考えの人がいる中で、学校行事に個人ではなくク

ラス等のグループで参加するのですから、意見の相違から生じるトラブルはあっても当然といえるでしょう。 

 ここで皆さんに伝えたいことは、「意見の相違があるからこそ、より良いものができる」のではないかという

ことです。学校行事で皆さんが身に付けられる資質や能力は、実は単純なものではありません。先ほどの例で言

うと、「勝利を徹底的に追求する」だけでもなく、「みんなが楽しく、みんなが仲良くなる」だけでもなく、「時

間をかけずに効率的に行う」だけでもありません。いろんな考えを持っている人が集まって、自分の意見を他の

人にぶつけ、ある程度妥協しながら合意形成をしていく。そうした過程の中で皆さんこれから社会で生きるため

に必要な様々な資質・能力が身に付くのです。 

 南高等学校附属中学校の生徒の皆さんは、こうした他の生徒との意見の違いをむしろ自分が成長するチャンス

と捉えて、積極的にかかわろうという気概をもっていると確信しています。そうした頑張りをこれからも全職員

でしっかりと応援していきます。 
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【本校におけるセクシュアル・ハラスメント相談窓口】 

〈生徒指導専任〉青木 裕介 先生 

〈養護教諭〉  池田紗和子 先生 

○教育総合センターの一般教育相談も、セクシュアル・ハラスメント相談窓口として利用できます。 

電話番号：045-671-3726 

（月～金） 9：00～17：00 ※祝日・振替休日を除く 

【本校のスクールカウンセラー】 

長田 美香（おさだ みか）先生 

生徒の皆さんの健康で充実した学校生活を応援するため、生徒・保護者の相談に応じています。 

・相談時間は次のとおりです。（ただし、変更になる場合がありますので、事前に確認してください。） 

月曜日（10:00～17:30）   水曜日（12:00～17:30）  

・相談は原則として予約制ですので、相談時間内に直通電話で申し込むか、担任等にご連絡ください。 

・相談場所：カウンセラー室（生徒会室となり） ※カウンセラー直通電話 045-822-2877 

 



本校では、学校生活の土台づくりをねらいとして、入学当初に「プロジェクトあしがらアドベンチャー」

をはじめとした様々なコミュニケーション活動を行っています。今回は、４月、５月に行われた、２つの

研修の様子を紹介します。 

 

 

 

 

４月２４日（土）EGGの時間に、EGG体験の一つである「構成的グループエンカウンター研修」を行い

ました。例年ならば、立正大学特任教授の鹿嶋真弓先生をお招きして、学年全体で活動するのですが、今

年度は事前に鹿嶋先生から 10期生の先生方が学び、各教室で行いました。今回のテーマは「自己開示と

フィードバック」で、「新しい友だちと、新しい自分との出会い」です。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

「ひたすらジャンケン」「探偵ゲーム」「お誕生日サークル」「アドジャントーク」「SOS～砂漠でサバイ

バル～」など、レクのようなプログラムに挑戦しながら、友だちの新しい面に気付いたり、自分とは異な

る考えに感心したり、どの教室にも楽しそうな声と笑顔があふれていました。最後に自分の印象を伝えて

もらって、温かな気持ちで締めくくられました。自分の「開かれた窓」は広がったかな？秋の第 2回研修

もお楽しみに！ 

1組 あああああ 一番楽しかったのは最後の「あなたの印象」です。私はユーモアがあってエネルギッ

シュではないと思っていたけれど、グループの人たちが、そう書いてくれたので驚きました。気づいてい

ない自分に気づくことができて良かったです。 

２組 あああああ 私は多分だけど聞くことが苦手だと感じた。一方的に話すことが普段多くなってし

まうので聞くことを心掛けた。最後の印象を聞くもので、４人のうち３人に「意志が強い」や「頼りにな

る」と答えてもらったのがうれしかった。自分が必要とされている存在であることに気づけて良かった。 

３組 あああああ 人はそれぞれ違う考えを持っていて性格も少しずつ違う。だけど、お互いの意見を

否定しないで、別の考え方をしたりするのは大切だと思った。また、自分が思っている自分と友達が思っ

ている自分にも違いがあり、自分の「良さ」を大事にしていこうと思った。 

４組 あああああ SOSの課題で、他の人や班の考え方が全く違っていておもしろかった。「探偵ゲーム」

はなかなか名前を書くことができず難しかった。また、自分の印象が自分の思っていたのとは違っていた

のに驚いた。【考えを否定しない】というルールもよかった。ぜひ、このような活動をもう一度やってみ

たい。 

EGG体験☆構成的グループエンカウンター研修 

 

秋に第 2回が予定されています！ 



 

 

 

 

５月には、株式会社キャッチボールの戸村充男（Mickey）先生をお招きして、コミュニケーションの第

一歩として｢気持ちのよいあいさつ｣と｢聴く力｣を身につけることを目標に、あいさつやお辞儀の仕方、話

の聴き方などを学びました。Mickey 先生の軽妙なトーク、となりの人とのロールプレイ、ワークシート

づくりなど、２時間があっという間に感じられる充実した研修となりました。 

 

 
 

事務室からのお知らせ 

昨年度決算報告と、今年度予算計画をお知らせします。詳しい費目等はホームページでご覧になれます。 

令和２年度 予算決算報告書（単位：円）                              

                             ※残額は横浜市に戻入されています。 

費 目 配当額 決算額 残 額 備考（具体例） 

学校運営振興費 13,943,010 13,759,269 183,741 備品、消耗品等 

令和３年度 予算執行計画書（単位：円） 

                           

費 目 配当額 決算額 残 額 備考（具体例） 

学校運営振興費 13,120,900 13,120,900 0 備品、消耗品等 

 

姫のひとりごと 

５月に入り、中学校生活も軌道に乗ってきました。楽しみにしていた部活動が始まり、食堂の利用も可能

となりました。体育祭も目の前です。クラスで練習してきた大縄跳びや、先輩たちのリードで行う応援も体

育祭の醍醐味です。コミュニケーション研修で学んだことを生かして、みんなで成長していきましょう。 

EGG体験☆ コミュニケーション研修 

 

カナダ研修旅行の保護者説明会を７月８日（木）１４:００～南高ホールで行います。詳しくは後日プリン

トにてお知らせいたします。 


